
横浜天声キリスト教会　　週報　第 13 巻 40 号（No.453）　　2018 年 10 月 7 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　イザヤ 52:1-3 ････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　２９番　いざ聖徒よ

*交読文　････････････････ 　３５番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７１番　はとのごと降る

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：　史執事　天声：小林 伝道師

聖餐式　･････････････････ 　２８１番　しみもとがも

メッセージ　･･････････････ 隷属して生きる「くせ」に勝利するために(出エジプト記 3 章)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　１８９番　まどいの雲消えて

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　しかし、わがしもべ＿＿よ、わたしの選んだ＿＿、わが友アブラハムの子孫よ、わたし

は地の果から、＿＿を連れてき、地のすみずみから、＿＿を召して、＿＿に言った、「＿

＿は、わたしのしもべ、わたしは、＿＿を選んで捨てなかった」と。恐れてはならない、わ

たしは＿＿と共にいる。驚いてはならない、わたしは＿＿の神である。わたしは＿＿を

強くし、＿＿を助け、わが勝利の右の手をもって、＿＿をささえる。見よ、＿＿にむかっ

て怒る者はみな、はじて、あわてふためき、＿＿と争う者は滅びて無に帰する。＿＿は、

＿＿と争う者を尋ねても見いださず、＿＿と戦う者は全く消えうせる。＿＿の神、主なる

わたしは／＿＿の右の手をとって＿＿に言う、「恐れてはならない、わたしは＿＿を助け

る」。主は言われる、「虫にひとしいヤコブよ、イスラエルの人々よ、恐れてはならない。わ

たしは＿＿を助ける。＿＿をあがなう者はイスラエルの聖者である。見よ、わたしは＿＿

を鋭い歯のある／新しい打穀機とする。＿＿は山を打って、これを粉々にし、丘をもみ

がらのようにする。＿＿があおげば風はこれを巻き去り、つむじ風がこれを吹き散らす。

＿＿は主によって喜び／イスラエルの聖者によって誇る。(イザヤ 41:8-16)

メッセージ概要

　人は子供から大人へと成長していく過程で、色々な制限をかけられながら育って行く。あれをしなさい、

これをしてはだめだ、と、周りから言われながら。時には心に傷を受けるほどの激しい言動を受けながら。

　そうして自分の中に壁が構築されて行く。それは、無知な子供時代には、その人を防護するものであっ

たかもしれないが、大人になってからその壁が健全に生きる事を阻む壁になってしまっている事がある。

　大人になって家庭を持つにあたり、大胆に世界を駆け巡って、神様が用意して下さった祝福のあらゆる

良いものを、自分の人生に取り入れ、それを家族や子供達に提供し、自分の家庭をますます富ませて行く

のは健全な姿であるが、もし、構築された壁のために、主にあって進んで行くべき所に進めず、狭く貧しい

「井の中の蛙」の状態で恐々として生きていかなくてはならないとするなら、それは除かれるべきものである。

　エジプトで 430年、奴隷として過ごして来たイスラエルの民は、まさにそういう状態だった。彼らは生まれ

た時から追い使う者の怒号や鞭の恐怖の下、隷属して生きる「くせ」がついてしまい、人生のために戦う事

や、新しい未知の領域へ踏み込んで行く事を「するな」と言われて育ってしまった。これを、奴隷根性という。

　天地を創造し、あの大空を創られ、全ての生き物に良いものを提供して下さった主は、天に属するお方。

健全で、気前良く、富んでおられ、スカッと晴れ渡った秋の大空よりも広くてすがすがしいお方である。

　その主が仰せられた。『わたしは、エジプトにいるわたしの民の悩みを、つぶさに見、また追い使う者のゆ

えに彼らの叫ぶのを聞いた。わたしは彼らの苦しみを知っている。』(出エジプト記 3:7)　主がモーセに現れ

たのは、彼らを奴隷としてこき使うエジプトから救い出し、彼らを  良い広い地、乳と蜜の流れる地、先祖アブ

ラハムに約束して下さった地、邪悪なカナン人達が占拠してしまっている地に、導き上るためだった。

　主は言われる。今、イスラエルの人々の叫びが届き、エジプト人が彼らを虐げるそのしえたげを見た、と。

そしてモーセに言われる。『さあ、わたしは、あなたをパロにつかわして、わたしの民、イスラエルの人々を

エジプトから導き出させよう』(10節)　モーセはエジプトで育ち、エジプトの威力を知っており、散々な目に

遭って、逃げて来た。強烈な恐れという壁が、モーセの中にあり、そんなエジプトの王へと使わされていく

など、とんでもない、と思っていた。しかしモーセは、再びエジプトへと戻って行く。奴隷として苦しみ、その

不健全な束縛の中にある人々を救い出すために、そして、パロと主にあって対決するために。

　彼はどうして、彼の中の壁を打ち破って戻って行く事が出来たのだろう。その根拠は何か？

　彼が戻って行くことができたまず第一の根拠は、「主が共におられる」というしるし故である。『神は言われ

た、「わたしは必ずあなたと共にいる。これが、わたしのあなたをつかわしたしるしである。』(12節)

　次に、全てのものを存在させ、存続させるお方が、彼を遣わされた故、である。『イスラエルの人々にこう

言いなさい、「わたしは有る」という方が、わたしをあなた方の所へつかわされました、と。」(14節)

　そして、その全存在の根源なるお方が、直々に手を延べ、エジプトを打って下さる故である(20節)。

私達も、私達を不当に奴隷にして来たサタン由来の「追い使う者」に、  10      の災いが降りかかるよう祈るのだ。

　さらに主は、モーセに、奴隷として使われた      430      年分、  溜まりに溜まった未払い賃金をごっそりと剥ぎ取

らなければならない  、と言って下さった  (21-22      節  )。それらの期待ゆえ、モーセは行く事が出来たのである。

　私達は、奴隷根性の怖じ気付いた霊を取り除いて下さい、と祈り、  自らも追い出す「攻撃」をするべきだ。

　主が約束して下さった御言葉を握り、祈りの中に込めて宣言し、その通り行うなら、いかに奴隷の性質が

染み付いてしまった人でも、主は解放させてくださるのみならず、この時代のモーセとして用いて下さる。

　私達も、この国にはびこる暗闇の勢力、男の子をナイルに投げ込んだエジプト由来の霊、自殺者を年間

3万人も出させているこの国の空中の霊に、10の災いを宣言し、奴隷として苦しんでいる人々を解放する

モーセのような働き人となる事を目指し、また、そのような指導者を、御言葉教育によって育てるべきだ。　

　人生を狭い所で縮こませる「壁」や、エジプトが強いてきた奴隷根性、主の働きを「できません」と言って

縮こませる思考パターン、ケチケチ精神など、全て押し付けられて来た束縛を、拒否し、投げ捨てるのだ。

　主にある健全ないのちを束縛する不安や恐れに、雹が降る災い、蝿にたかられる災い、蛙にまみれる災

いや、その他、エジプトに主が降らせた      10      の災いが降り、へし折られ、紅海の海に沈んで、二度と来なく

なるよう宣言するのだ。そして自分の家族や事業に対しては、祝福を宣言し、今の時代のモーセとして用

いられていく皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 13 巻 40 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018 年 10 月 7 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

